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教
育
委
員
会
で
は
、
将
来
の
嵐
山
町
に
お

け
る
教
育
の
在
り
方
や
学
校
施
設
に
つ
い

て
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
整
備
と
充
実
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

「
嵐
山
町
教
育
大
綱
及
び

　
嵐
山
町
教
育
振
興
基
本
計
画
」

　

国
に
お
け
る
教
育
政
策
は
、
道
徳
の
教
科

化
、
英
語
教
育
の
小
学
校
へ
の
導
入
等
を
柱

と
す
る
新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施

を
迎
え
、
大
き
く
変
革
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
時
代
の
潮
流
を
く
む

と
共
に
、
今
ま
で
以
上
に
充
実
し
た
教
育
政

策
を
推
進
す
る
た
め
、
町
長
と
教
育
委
員
会

が
協
議
・
調
整
を
行
う
「
総
合
教
育
会
議
」

を
経
て
、
教
育
政
策
の
方
向
性
や
目
標
を
明

確
に
す
る
「
教
育
大
綱
」
と
そ
の
理
念
と
目

標
に
基
づ
き
重
点
的
に
講
ず
べ
き
施
策
等
に

つ
い
て
の
「
教
育
振
興
基
本
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

学
校
、
家
庭
、
地
域
、
行
政
連
携
の
も

と
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
将
来
に
わ
た
っ
て
幸

せ
で
、
充
実
し
た
人
生
、
よ
り
良
い
社
会
・

地
域
を
創
っ
て
い
く
た
め
の
人
づ
く
り
の
指

針
と
し
て
定
め
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
指
針
の
理
念
に
沿
っ
て
、
保
育
所
・

幼
稚
園
と
小
学
校
と
の
連
携
に
よ
り
、
子
供

た
ち
が
円
滑
に
小
学
校
で
の
生
活
に
順
応
で

き
る
環
境
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

学
校
教
育
で
は
、
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
伴

う
小
中
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
の
実
現

や
、
少
人
数
学
級
編
制
・
習
熟
度
別
授
業
・

学
び
合
い
学
習
の
推
進
、
小
中
学
校
連
携
に

よ
る
き
め
細
や
か
な
指
導
と
一
貫
性
の
あ
る

教
育
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

計
画
の
対
象
期
間
は
、
共
に
令
和
２
年
度

か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
５
年
間
と
し
ま

す
。
ま
た
、
教
育
振
興
基
本
計
画
に
お
い
て

は
、
重
点
事
業
等
の
妥
当
性
や
整
合
性
に
つ

い
て
毎
年
検
証
を
行
い
、
進
捗
管
理
を
し
て

い
き
ま
す
。

　

こ
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に
、
町
民

を
は
じ
め
、
自
治
組
織
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
各
種
団

体
、
地
元
企
業
等
が
こ
ぞ
っ
て
参
画
し
、
各

主
体
の
協
働
に
よ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
地
域
全
体
の
満
足
度
を
高
め
る
「
地
域

経
営
」
の
視
点
に
立
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
と
と
も
に
、
町
の
「
自
然
」・「
歴
史
」

・「
文
化
」
等
の
地
域
資
源
を
活
か
し
、
魅

力
を
磨
き
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
、
教
育
を
通
し
て
嵐
山
町
民
の
皆
さ

ん
が
「
こ
の
町
で
子
供
を
育
て
て
良
か
っ

た
」「
こ
の
町
の
学
校
で
学
ば
せ
て
良
か
っ

た
」「
こ
の
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
実

感
で
き
る
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　
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会
事
務
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学
び
を
通
し
て
　
夢
を
実
現
す
る
人
づ
く
り

～
子
供
た
ち
の
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
整
備
と
充
実
の
た
め
に
～

≪町が目指す将来像≫　「豊かな自然　あふれる笑顔　心の通いあうまち　らんざん」
≪基本理念≫　「学びを通して　夢を実現する人づくり」
≪基本目標≫
Ⅰ子育てなら嵐山町
　楽しみながら子供を育てることのできる家庭・地域・学校を目指します。
Ⅱ教育なら嵐山町
　学び合いながら子供たちが夢や志を持つことのできる学校を目指します。
Ⅲ住み続けるなら嵐山町
　町民みんながいきいきと暮らすことのできる活力ある地域づくりを進めます。

『教育大綱』

≪基本施策≫
Ⅰ子育てなら嵐山町
①すこやかな発育支援
②未就園乳幼児への支援
③幼児教育・保育の充実
④子育て家庭の支援
⑤地域社会で関わる子育て支援

Ⅱ教育なら嵐山町
①確かな学力を育む教育の推進
②豊かな心と社会性を育む教育の推進
③健やかな体を育てる教育の充実
④幼・保・小・中連携の充実
⑤特別支援教育の充実
⑥グローバル化に対応できる教育の推進
⑦家庭と地域で育む教育の推進
⑧安全で快適な教育施設の整備

Ⅲ住み続けるなら嵐山町
①人権を尊重するまちづくりの推進
②安心で活力ある地域づくりの推進
③家庭・地域で若者の健全育成の推進
④親しみのもてる生涯学習の推進
⑤スポーツ・文化活動の推進
⑥暮らしに役立つ図書館づくりの推進
⑦地域を学び、まちを支える人づくりの推進

『教育振興基本計画』
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る
計
画
的
な
施
設
設
備
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
た
め
に
は
、
学
校
再
編
を
行
う
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

学
校
再
編
に
つ
い
て
は
、
系
統
的
、
継
続

的
で
一
貫
性
の
あ
る
学
習
指
導
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
し
て
い
く

と
と
も
に
、
既
存
の
全
て
の
小
中
学
校
５
校

を
１
校
に
集
約
し
、
菅
谷
中
学
校
の
敷
地
に

施
設
一
体
型
の
新
設
校
を
建
設
す
る
こ
と
と

し
ま
す
。

　

嵐
山
町
と
い
う
地
域
で
暮
ら
す
子
供
た
ち

が
学
校
で
の
教
育
活
動
を
通
し
て
、
社
会
性

を
身
に
つ
け
、
郷
土
愛
を
育
て
、「
生
き
る

力
」
を
育
ん
で
い
け
る
よ
う
、
望
ま
し
い
教

育
環
境
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

基
本
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、「
学

び
を
通
し
て　

夢
を
実
現
す
る
人
づ
く
り
」

と
し
、
教
育
大
綱
と
教
育
振
興
基
本
計
画
と

共
通
し
て
い
ま
す
。
嵐
山
町
の
教
育
の
目
指

す
方
向
性
、
適
正
規
模
、
適
正
配
置
、
学
校

施
設
の
整
備
の
課
題
等
か
ら
、
今
後
に
お
け

　

現
在
、
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
の

教
育
環
境
と
全
町
的
な
学
校
再
編
の
指
針
と

な
る
「
嵐
山
町
立
学
校
適
正
規
模
等
基
本
計

画
」
を
策
定
し
、
小
中
学
校
の
再
編
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

基
本
計
画
の
素
案
に
つ
い
て
は
、『
広
報

嵐
山
』
令
和
元
年
１０
月
号
に
概
要
を
掲
載

し
、
お
知
ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

説
明
会
を
実
施
し
、
参
加
し
た
方
々
か
ら

は
、
再
編
の
内
容
、
新
校
の
設
置
や
今
後
の

進
め
方
等
に
つ
い
て
の
質
問
、
意
見
や
要
望

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
に
行

っ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
、
小
中
一

貫
教
育
や
通
学
方
法
な
ど
の
意
見
や
要
望
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
再

度
の
総
合
教
育
会
議
を
経
て
２
月
に
基
本
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
い
た
だ
い
た

質
問
、
意
見
や
要
望
の
内
容
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
嵐
山
町
立
学
校
適
正
規
模
等

基
本
計
画
」

基
本
計
画
の
策
定

嵐
山
町
の
教
育
の
目
指
す
姿

スケジュール R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

基本計画 策定

準備委員会 学校運営、通学路、式典等

中学校
先行統合 先行統合

新校に
関すること 基本構想、設計、工事 新校

開校

【基本計画の期間（予定）】

●全町的な学校再編
◦小・中学校ともに、全学年でクラス替えのできる
１２～１８学級の規模

◦中学校は、全教科に十分な教員を配置できる規模

●小中一貫教育の推進による教育環境の充実
◦小中学校が一体となった組織体制のもと、学習環
境の充実、ICT教育の推進、学校施設の機能向上
等、目指すべき教育環境に適した教育環境、学校
体制を構築します。

●小中一貫校として新校設置
◦菅谷中学校用地に、一体的な施設整備を行ってい
きます。

◦中学校の先行統合を行います。

●安心安全な通学の確保
◦安全確保を優先し、スクールバス等を導入します。

●地域との連携による教育力の強化
◦学校・家庭・地域が一体となって、「ふるさと」
嵐山を支える人材の育成に努めます。

嵐山町立学校適正規模等基本計画（概要）

　

計
画
及
び
学
校
再
編
を
進
め
て
い
く
た
め

に
は
、
計
画
中
に
お
け
る
学
校
の
変
動
・
施

設
の
老
朽
化
、
中
学
校
の
先
行
統
合
、
準
備

委
員
会
の
設
置
、
学
校
施
設
の
複
合
化
の
検

討
、
地
域
社
会
と
の
連
携
、
跡
地
利
用
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
準
備
委
員
会
を
設
置
し
、
開

校
に
向
け
た
準
備
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、

校
名
や
校
歌
、
制
服
、
通
学
方
法
等
の
課
題

に
つ
い
て
協
議
し
て
開
校
に
備
え
ま
す
。
委

員
会
の
委
員
の
う
ち
公
募
に
つ
い
て
は
、
次

号
募
集
し
ま
す
。

　

今
後
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
は
、
広
報

や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
を
し
て

い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み


